ホイクナイヨウヒョウゲンオンガクノジッセンニツイテ チュウゴク チンタオシ ヨウジエン ニ オイテ by 李 智基 et al.
保育内容表現（音楽）の実践について
－中国青島市幼児園において－
The musical practices using the panel theater in the early childhood education
– Through demonstrating at two kindergartens in Quindao City, China.-
李 智基 横井 一之 田沼めぐみ 松本亜香里 市川 沙織
Zhiji Li Kazuyuki YOKOI Megumi TANUMA Akari MATSUMOTO Saori ICHIKAWA
Abstruct: YOKOI visited the two kindergartens in Quindao City, China Sep.2008 and
played panel theater: “ Felt Stories.” In this paper, we show how the preparations
and demonstrations of the panel theater were done and also consider the feedback from
the viewpoint of the players’ impressions.
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①日時 2008 年９月５日（金）午前９時 20 分
②上演クラス 中班（４歳児）約 30名 教師２名、保育員１名
③上演曲
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①日時 2008 年９月８日（月）午前９時 30分
②上演クラス 中班２組（４歳児） 37名 教師２名、保育員１名
③上演曲（パネルシアターについては、青島技科大学付属幼児園での上演と同じため、「内
容」と「特徴」を省略とする）
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e. パネルシアター 飛んでったバナナ ３分 12 秒
（ア）子どもの姿 上演者がバナナを指し「バナナは好きですか」と子どもに尋ねると、
次々に子どもは答えていた。歌が始まるとすぐに手拍子が起こっていた。バナ
ナが飲み込まれるところでは、手拍子を止め、全員が止まって見ていた。
④上演者の感想
a. 手遊び「かなづちとんとん」を初めに演じたが、１番が右手、２番が左手のかなづち
までは、子ども達は何が起こったかと他人事のように見ているが、さらに３番右足までとん
とんすると、体全体を揺するようになり、体も心もほぐされてきて、うち解けてきた。この
勢いで、次のパネルシアターを行った。
b. パネルシアタ 「ーしゃぼん玉とばせ」は、言葉の壁があるので絵で理解することがで
きているようだが、あまりよい乗りではない。たまたま保育助手さんのして下さる手拍子が
静寂の中に鳴り響いた。
c. パネルシアタ 「ーまんまるさん」は、昨日の幼児園では通訳の関係でタイミングがず
れて、担任の先生まかせになってしまったが、ここでは通訳のＡ君が横井の指示通りに「だ
れだ？」「ねこ！」というように、よいタイミングで受け答えをして下さった。前に乗り出
して動物の名前を言おうとする子どももおり、積極的に鑑賞してくれた。
d. パネルシアタ 「ーたまごでおりょうり」では、通訳のＡ君が子ども達に説明を丁寧に
してくれた。１回、２回、４回と「卵を」「ぽん」とタイミング良く子ども達はかけ声を上
げてくれた。また、３回の手拍子を空かすところも、上手くたたかずに演じてくれた。通訳
のＡ君の子どもに話しかける能力の高さを感じた。
ｅ． パネルシアター「とんでったバナナ」は、テープレコーダで音楽を流しての演技で
あったが、１～５番まで話の流れがあるので、興味を持って見てくれる子どもが多かったよ
－ 165 －
うに思う。
３．考察
中国の方に日本の音楽を理解していただくときに、表記する場合は楽譜と中国語の歌詞が
必要となる。今回、日本で用いている五線譜を数字譜に変換して中国へ持参した。実際、青
島師範学校附属幼児園を訪問して、Ｓ園長先生にお会いして楽譜を渡すと、その数字譜を見
てとんでったバナナのメロディを口ずさまれた。ただし、Ｓ園長先生は師範学校で学生に音
楽の指導をなさっているため、次のページにある五線譜の楽譜もちゃんと口ずさまれた。私
たち日本の保育者にとってはあまり見慣れない数字譜を普通に利用している現場をみて感
動というか、その不思議さに感じ入った次第である。以下に、その数字譜について若干考察
を行う。
数字譜の欠点として、複数の音を同時に出す楽器の楽譜においては、音の数だけ数字を重
ねて記載するため、繁雑になり読みづらいという点が上げられるが、田沼が見たことのある、
中国の保育現場で使われる手遊びなどの曲集は、旋律が数字譜により表されているのみで、
伴奏はついていない。また、前述のように、調に関しては、１＝Ｆや１＝Ｇという形で表さ
れるが、五線譜のように調号は表記されていない。つまり、演奏者は１＝Ｆや１＝Ｇという
表記を見ただけで、その曲の調号が♭（シ）１つ、♯（ファ）１つということを判断する知
識が必要だということである。以上のようなことを踏まえると、中国が、数字譜を使用して
いるからといって、音楽知識が低いということに繋がるわけではなく、旋律のみの楽譜に、
自分で伴奏を付けて弾いているのだとしたら、それは非常に高等な知識と技術が必要だとい
うことがいえるだろう。
さて、中国語の歌詞であるが、留学生の趙 瑩さんに翻訳を頼んだ。この歌詞のおかげで、
中国の幼児園では先生方に歌の意味が伝わり、大変重宝がられた。この場を借りて趙 瑩さ
んに謝意を述べたい。
当初の予定では、中国語に訳した言葉を旋律に割り当て、中国語で歌えるようにする計画
であった。ところが、趙さんに相談したところ、うまくいかないと言う。旋律に無理やり言
葉を当てると、意味が分からなくなってしまうのだそうだ。旋律の高低に、中国語の抑揚が
合わないということだろうか。中国語は、同じ音でも、４種類の声調があり、よく聞く例と
しては「マ」の音があるが、語尾の上げ下げで「お母さん」「麻」「馬」「叱る」と、別の
意味を持った言葉になる。日本語においても、英語等に比べてアクセントが少ない分、高低
が重要な役割を果たしており、例えば、山田耕筰の歌曲「からたちの花」などは、言葉の抑
揚と旋律の高低が一致しており素晴らしいと評されている。（「赤とんぼ」は「ゆうやけ こ
やけの あか とんぼ」という部分で「あか」が「高低」の順になっており、現代の日本語
とは一致していないが、当時はそのような高低であったため、これは間違いではないという
のは周知のことである。）
このように、旋律というものは、その国の言語に自然と沿うように作られているというこ
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とが分かり、別の国の言語を当てはめてることの難しさを実感することとなった。
また、「とんでったバナナ」にある「ふんわりこ」であるとか、「ポンポコツルリン ポ
ンツルリン」といった擬態語が出てくるが、それに上手く相当するものが中国語にはないよ
うで、趙さんにニュアンスを伝えるのに苦労した。そのため、日本語であれば、子どもを惹
きつけられるポイントとなるはずの言葉が欠けてしまい、子どもにとって親しみやすさが減
少してしまったかっもしれない。
パネル（絵カード）であるが、訪問した３つの幼児園とも先生方はその色合い、添付力（く
っつき具合の良さ）に驚かれた。磁石でくっついていると考えていらっしゃる先生もみえた。
ただし、世界中の教材に通じていらっしゃるのか実験幼児園のＮ園長先生は「ワイシャツの
衿芯に使ってあるよね」とジェスチャーで示された。今後も、教材研究は大切である。
次に、パネル台および袋についてであるが、作りかけの当初は、「パネル台が入るように」
ということしか考えておらず、また、市川が決して裁縫が得意という訳ではなかったため、
マチもなく、厚めの布テープで持ち手を付けただけのシンプルな袋に仕上げた。しかし、も
う少し拘るとすれば、物語ごとにパネルを収納出来るような間仕切りを付けたり、袋の外側
にポケットを付けたりすれば便利だったかもしれない。また、厚手のキルティング素材だっ
たため、裏地は付けなかったが、長く使っていただくことを考えれば、裏地を付けて少しで
も丈夫にしておくべきだったかなどと、反省している。
パネル台の裏に布をあてることに関しては、贈り物でなくとも、見栄え良くする工夫はし
た方が良いに越した事はないので、今後、授業等に使用するものにも、布を被せたいと思っ
たが、時間がかかり過ぎては気力も湧かないので、もっと簡単に出来る方法はないものかと
思っている。何も縫わずとも、接着剤でくっつけるだけでも、ずいぶん違うと思うので、普
段使いにはその方法を取り入れようと思う。「もっとこうすれば良かった。」という点はい
くつもあり、また今後に活かしていきたい。
最後に、最も大切な上演の様子についてであるが、次の３つにまとめることができる。
（１）手遊びは、言語を超えて子どもの目を引き、集中することが出来る。
（２）意味の内容がわかりにくいパネルシアターは、何度も繰り返すと集中力が下がる。
（３）問いかけ、言葉のやりとりがあるパネルシアターは、通訳を通して行っても楽しく交
流できる。
以上、３つの点において、今回の上演は大いに成果があったと自負している。
また、このような教材を通しての日中、中日の幼児教育関係者の交流だが、これを通して
我々の教材研究も深まるし、中国理解も深まる。本学には多くの中国人留学生が学んでおり、
このことは保育の理解のみならず、学生理解に直結していると言える。
＜引用文献＞
(1)古宇田亮順『パネルシアターを作る３』東洋文化出版 2003
(2)古宇田亮順『パネルシアターを作る１』東洋文化出版 1987
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